

























































はじめに                               
 
Ⅰ．研究対象とする中小企業                   
１．この章の目的                       
２．中小企業の捉え方                          
２．１．中小企業問題の発端   
２．２．『中小企業白書』からみた中小企業の捉え方   
３．中小企業に対する認識と研究対象の捉え方        
３．１．中小企業研究の必要性   
３．２．研究対象の捉え方   
４．基盤技術を担う中小企業の貢献                   
５．研究対象とする中小企業の範囲                   
６．Ⅰ章のまとめ                           
 
Ⅱ．研究の視点と研究方法                      
１．この章の目的                         
２．研究対象とする中小企業経営者の経営姿勢         
３．本論文の視点                 
  ３．１．問題意識  
  ３．２．研究の視点 
   ３．２．１．経済活動の動機 
 ３．２．２．労働から得る満足 





３．２．４．本論文の視点   
４．本論文に関連する中小企業研究の動向と本論文の位置         
  ４．１．中小企業研究における近年の問題意識   
  ４．２．本論文と関連する研究   







７．Ⅱ章のまとめと各章の構成                
７．１．Ⅱ章のまとめ   
７．２．以下の各章の構成   
 
Ⅲ．中小企業経営者の事業観                    
１．この章での問い                        
２．中小企業経営者の事例                       






















３．独立創業の要因           
３．１．ものを造ることの気概  











４．Ⅲ章のまとめ              
 
Ⅳ．家業の維持・発展への意思の形成要因               
１．この章での問い                        
２．ものを造ることの気概、労働観、事業観の昇華        
２．１．家業に対する価値観   
２．１．１．技能や技術の有用性   
２．１．２．技能や技術の進歩を図るのは価値ある行為   
２．１．３．利潤や報酬の正当性   
２．１．４．家業の価値  
２．２．ものを造ることの規範   
２．３．家業の維持発展への意思の背後にあるもの   





















   ３．４．２．経営の立て直し  
３．４．３．新しい挑戦 













































４．２．後継者の事業観   
４．３．後継者のものを造ることへの気概   
４．４．家業に対する価値観とものを造ることの規範   
５．Ⅳ章のまとめ                    
 
Ⅴ．家業の維持・発展への意思の継承プロセス             
１．この章での問い                        
２．創業以来培われたものを受け継ぐ素地              
２．１．後継者が受け継いだもの   
２．２．家業の歴史と創業者への尊敬の念   
３．後継者が家業の維持・発展への意思を形成する事例     
３．１．新栄スクリーン   
３．１．１．新栄スクリーンの経緯   
３．１．２．鈴木健氏の入社   
３．１．３．経営者の自覚の醸成  
３．２．東日本金属  
３．２．１．小林合金工場   
３．２．２．鋳物工場から鋳物製品工場への発展   
３．２．３．小林亮太氏による後継  
４．家業経営者としての自覚       
４．１．家業経営の実感  
４．２．創業以来の技能や技術の価値の理解   





５．Ⅴ章のまとめ                       
 
Ⅵ．中小企業経営者が思い描く経営者としてのあり方、生き方    
１．本論文で研究対象とした中小企業の特質           
  １．１．分業システムのなかでの貢献  
  １．２．全幅の権限と責任を持つ経営者  
２．中小企業にとっての発展                
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